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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月13日(2018.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　封入された可視光吸収性染料分散物であって、
　（ａ）
　　（ｉ）ポリオール；
　　（ｉｉ）ポリイソシアネート；および
　　（ｉｉｉ）内部界面活性剤
　の触媒反応生成物であり、重量平均分子量は１０００～２００００である、ウレタンプ
レポリマー；
　（ｂ）中和剤；
　（ｃ）エチレンジアミン、１，２－プロパンジアミン、１，６－ヘキサメチレンジアミ
ン、ピペラジン、２，５－ジメチルピペラジン、イソホロンジアミン、４，４’－ジシク
ロヘキシルメタンジアミン、３，３’－ジメチル－４，４’－ジシクロヘキシルメタンジ
アミン、Ｎ－ヒドロキシメチルアミノエチルアミン、Ｎ－ヒドロキシエチルアミノエチル
アミン、Ｎ－ヒドロキシプロピルアミノプロピルアミン、Ｎ－エチルアミノエチルアミン
、ジエチレントリアミン、ジプロピレントリアミン、トリエチレンテトラミン、Ｎ－メチ
ルアミノプロピルアミン、エチレンジアミン及びこれらの混合物からなる群より選択され
る鎖延長剤
　の反応生成物であるポリウレタン分散物と；
　ポリイソシアネートに対して反応性ではない可視光吸収性染料と；
から実質的に成る封入された可視光吸収性染料分散物であって、
　前記封入された可視光吸収性染料分散物は、
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       ウレタンプレポリマーを調製することと；
       ウレタンプレポリマーと中和剤を反応させて中和されたプレポリマーの水性分散
物を作成することと；
       中和されたプレポリマーに可視光吸収性染料を加えることと；
       中和されたプレポリマーに水を加えて中和されたプレポリマーの水分散物を作成
することと；
       中和されたプレポリマーの水性分散物と鎖延長剤とを反応させることによって、
封入された可視光吸収性染料分散物を製造することと；
　を含むプロセスによって調製される、
封入された可視光吸収性染料分散物。
【請求項２】
　分散物の平均粒径が２０ｎｍ～９００ｎｍである、請求項１に記載の封入された可視光
吸収性染料分散物。
【請求項３】
　室温での粘度が２～１５０ｃPである、請求項１に記載の封入された可視光吸収性染料
分散物。
【請求項４】
　ポリオールに対する内部界面活性剤の化学量論的なモル当量比は、０．５～２．０であ
り、プレポリマー中の合計ＯＨ基に対するＮＣＯ基の化学量論的なモル当量比は、１．２
～２．０である、請求項１に記載の封入された可視光吸収性染料分散物。
【請求項５】
　可視光吸収性染料は、封入された可視光吸収性染料分散物の０．１～３０重量％の量で
存在する、請求項１に記載の封入された可視光吸収性染料分散物。
【請求項６】
　可視光吸収性染料は、可視光吸収性染料の平均粒径が２０ｎｍ～９００ｎｍである、請
求項１に記載の封入された可視光吸収性染料分散物。
【請求項７】
　ポリオールが、ポリエーテルポリオール、ポリエステルポリオール、ポリカーボネート
ポリオール、シリコーン系ポリオール、およびこれらの組み合わせからなる群から選択さ
れる、請求項１に記載の封入された可視光吸収性染料分散物。
【請求項８】
　前記ポリイソシアネートは、脂肪族ポリイソシアネート、脂環族ポリイソシアネート、
芳香族ポリイソシアネート、ヘテロ環ポリイソシアネートおよびこれらの組み合わせから
なる群より選択される、請求項１に記載の封入された可視光吸収性染料分散物。
【請求項９】
　前記内部界面活性剤は、アニオン性内部界面活性剤、カチオン性内部界面活性剤および
これらの組み合わせからなる群より選択される、請求項１に記載の封入された可視光吸収
性染料分散物。
【請求項１０】
　前記内部界面活性剤は、ジメチロールプロピオン酸を含む、請求項１に記載の封入され
た可視光吸収性染料分散物。
【請求項１１】
　前記中和剤は、トリアルキルアミンを含む、請求項１に記載の封入された可視光吸収性
染料分散物。
【請求項１２】
　封入された可視光吸収性染料分散物が、
　ウレタンプレポリマーを調製することと；
　ウレタンプレポリマーと中和剤を反応させることと；
　中和されたプレポリマーに水性分散物を加え、中和されたプレポリマーの水性分散物を
作製することと；
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　中和されたプレポリマーの水性分散物と鎖延長剤とを反応させることによって、封入さ
れた可視光吸収性染料分散物を製造することとを含むプロセスによって得られ、
　前記鎖延長剤は、エチレンジアミン、１，２－プロパンジアミン、１，６－ヘキサメチ
レンジアミン、ピペラジン、２，５－ジメチルピペラジン、イソホロンジアミン、４，４
’－ジシクロヘキシルメタンジアミン、３，３’－ジメチル－４，４’－ジシクロヘキシ
ルメタンジアミン、Ｎ－ヒドロキシメチルアミノエチルアミン、Ｎ－ヒドロキシエチルア
ミノエチルアミン、Ｎ－ヒドロキシプロピルアミノプロピルアミン、Ｎ－エチルアミノエ
チルアミン、ジエチレントリアミン、ジプロピレントリアミン、トリエチレンテトラミン
、Ｎ－メチルアミノプロピルアミン、エチレンジアミン及びこれらの混合物からなる群よ
り選択され、
　前記プロセスが、さらに、中和されたプレポリマーの水性分散物と鎖延長剤とを反応さ
せる前に、可視光吸収性染料を加える工程を含み、この可視光吸収性染料が、ポリイソシ
アネートに対して反応性ではない、請求項１に記載の封入された可視光吸収性染料分散物
。
【請求項１３】
　前記ウレタンプレポリマーを調製する間に前記可視光吸収性染料を加える工程を行う、
請求項１に記載の封入された可視光吸収性染料分散物。
【請求項１４】
　前記ウレタンプレポリマーと中和剤を反応させる後であって、前記中和されたプレポリ
マーに水性分散物を加える前に、前記可視光吸収性染料を加える工程をおこなう、請求項
１に記載の封入された可視光吸収性染料分散物。
【請求項１５】
　中和されたプレポリマーに水性分散物を加え、中和されたプレポリマーの水性分散物を
作成した後で、中和されたプレポリマーの水性分散物と鎖延長剤とを反応させる前に、前
記可視光吸収性染料を加える工程を行う、請求項１に記載の封入された可視光吸収性染料
分散物。
【請求項１６】
　封入された可視光吸収性染料分散物であって、
　（ａ）
　　（ｉ）ポリオール；
　　（ｉｉ）ポリイソシアネート；および
　　（ｉｉｉ）内部界面活性剤
　の触媒反応生成物であり、ポリオールに対する内部界面活性剤の化学量論的なモル当量
比は、０．５～２．０であり、プレポリマー中の合計ＯＨ基に対するＮＣＯ基の化学量論
的なモル当量比は、１．２～２．０であり、重量平均分子量は１０００～２００００であ
る、ウレタンプレポリマー；
　（ｂ）中和剤；
　（ｃ）エチレンジアミン、１，２－プロパンジアミン、１，６－ヘキサメチレンジアミ
ン、ピペラジン、２，５－ジメチルピペラジン、イソホロンジアミン、４，４’－ジシク
ロヘキシルメタンジアミン、３，３’－ジメチル－４，４’－ジシクロヘキシルメタンジ
アミン、Ｎ－ヒドロキシメチルアミノエチルアミン、Ｎ－ヒドロキシエチルアミノエチル
アミン、Ｎ－ヒドロキシプロピルアミノプロピルアミン、Ｎ－エチルアミノエチルアミン
、ジエチレントリアミン、ジプロピレントリアミン、トリエチレンテトラミン、Ｎ－メチ
ルアミノプロピルアミン、エチレンジアミン及びこれらの混合物からなる群より選択され
る鎖延長剤
　の反応生成物であるポリウレタン分散物と；
　ポリイソシアネートに対して反応性ではない可視光吸収性染料を含む水性可視光吸収性
染料分散物と；
から実質的に成る封入された可視光吸収性染料分散物であって、
　さらに、封入された可視光吸収性染料分散物は、平均粒径が２０ｎｍ～９００ｎｍ
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、室温での粘度が２～１５０ｃP、室温での表面張力が１５～６５ダインであり、
　前記封入された可視光吸収性染料分散物は、
       ウレタンプレポリマーを調製することと；
       ウレタンプレポリマーと中和剤を反応させて中和されたプレポリマーの水性分散
物を作成することと；
       中和されたプレポリマーに可視光吸収性染料を加えることと；
       中和されたプレポリマーに水を加えて中和されたプレポリマーの水分散物を作成
することと；
       中和されたプレポリマーの水性分散物と鎖延長剤とを反応させることによって、
封入された可視光吸収性染料分散物を製造することと；
　を含むプロセスによって調製される、
封入された可視光吸収性染料分散物。
【請求項１７】
　（ａ）
　　（ｉ）ポリオール；
　　（ｉｉ）ポリイソシアネート；および
　　（ｉｉｉ）内部界面活性剤
　の触媒反応生成物であり、重量平均分子量は１０００～２００００である、ウレタンプ
レポリマー；
　（ｂ）中和剤；
　（ｃ）エチレンジアミン、１，２－プロパンジアミン、１，６－ヘキサメチレンジアミ
ン、ピペラジン、２，５－ジメチルピペラジン、イソホロンジアミン、４，４’－ジシク
ロヘキシルメタンジアミン、３，３’－ジメチル－４，４’－ジシクロヘキシルメタンジ
アミン、Ｎ－ヒドロキシメチルアミノエチルアミン、Ｎ－ヒドロキシエチルアミノエチル
アミン、Ｎ－ヒドロキシプロピルアミノプロピルアミン、Ｎ－エチルアミノエチルアミン
、ジエチレントリアミン、ジプロピレントリアミン、トリエチレンテトラミン、Ｎ－メチ
ルアミノプロピルアミン、エチレンジアミン及びこれらの混合物からなる群より選択され
る鎖延長剤
　の反応生成物であるポリウレタン分散物と；
　ポリイソシアネートに対して反応性ではない可視光吸収性染料と； 
から実質的に成る封入された可視光吸収性染料分散物であって、
　前記封入された可視光吸収性染料分散物は、
       ウレタンプレポリマーを調製することと；
       ウレタンプレポリマーと中和剤を反応させて中和されたプレポリマーの水性分散
物を作成することと；
       中和されたプレポリマーに可視光吸収性染料を加えることと；
       中和されたプレポリマーに水を加えて中和されたプレポリマーの水分散物を作成
することと；
       中和されたプレポリマーの水性分散物と鎖延長剤とを反応させることによって、
封入された可視光吸収性染料分散物を製造することと；
　を含むプロセスによって調製される、封入された可視光吸収性染料分散物
を含むインクジェットインク組成物。
【請求項１８】
　前記封入された可視光吸収性染料分散物は、平均粒径が２０ｎｍ～９００ｎｍ、室温で
の粘度が２～１５０ｃP、室温での表面張力が１５～６５ダインである、請求項１７に記
載のインクジェットインク。
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